
毛利文香さん（ヴァイオリン）応援レポート
シャネル・ピグマリオン・デイズ2017

2017年6月17日(土）14:00開演
シャネル・ネクサス・ホール

「ピグマリオン」という言葉は、ギリシャ神話に語源を持ち、才能を信じ、支援して開花させるという意味がある。
「シャネル・ピグマリオン・デイズ」は、このスピリットに基づき、シャネル・ネクサス・ホールで若手のアーティス
トに演奏する機会を提供するプログラム。2017年はバイオリニスト1名、チェリスト1名、ピアニスト2名、ソプラ
ノ1名を支援している。

この日は、2017年のアーティストに選ばれた毛利文香さんの今年3回目のコンサート。このホールでの演奏

会は、アーティストとの距離が近く、弓の運びや弦の上を滑る左手の指の動きが手に取るようにわかる。曲の
合間にはアーティストによるトークもあり、アーティストの人柄、個性を垣間見ることができる。広いホールのコ
ンサートももちろん素晴らしいが、このようなスタイルの演奏会はアーティストやその演奏に身近に触れられ、
また違った楽しみ方ができる。

小さい時から、コンクールに出場する際や演奏会で、
いつもピアノを弾いてくださっている田中麻紀先生と
の息の合った共演。ヴァイオリンとピアノの掛け合い
が聴衆を楽しませた。

ピアニシモの繊細な音色、重音の太い響き、低音の
深い音色、高音の透き通った音色。バイオリンならで
はの様々な音色をたっぷり堪能した。ピアニシモの長
い音とたくさんの重音。高い技術が無いと美しく弾け
ない難曲と思われた。

当日弾いた2曲共に演奏会で初めて演奏する曲、とい
う意欲的なプログラム。それでも2曲とも表現力たっぷ

りに弾き切った。相当の勉強と準備をされたことが伺
われた。トークの間、また下のQ&Aでも「勉強」という

言葉を何度も使った毛利さん。音楽に対する好奇心と
探究心、決して満足せず、繰り返し演奏し、高みを目
指す。まじめな毛利さんの一面が見えた。

レパートリーも広がり、また一段階段を登ったのだろう。
いろいろな経験を積んで、多くのものを吸収し、演奏
家としての幅も広がり、どんどん活躍の場を広げてい
る毛利さん。大きく羽ばたく毛利さんを応援したい。

アンコール曲：
シューベルト 「水の上で歌う」 D774



Q1. 今日はどんな演奏をしたいと思って臨まれまし
たか？今日の演奏はいかがでしたか？

A. 作品の深さや緻密さをお客様に感じて楽しんで

いただけるような演奏をしたいと思っていました。
シューベルトの幻想曲はそれを少し達成できたよう
な気がしますが、ベートーヴェンの4番はそのコン

パクトさの中でももっと内容を充実させていくことが
これからの課題かなと思っています。

Q3. 財団へのレポートに、今回はとても美し

い難曲、シューベルトのファンタジーに挑戦
するとありましたが、今回はどういった理由
でこの曲を選ばれたのですか？

シューベルトの幻想曲は以前から興味があ
りながらもなかなか勉強する機会がなかっ
たのですが、実は今年9月の武生国際音楽

祭にてこの作品を演奏する機会をいただき、
是非その前に一度舞台で演奏したいと思
い、今回のプログラムに入れました。

今日のプログラム、演奏についてご本人に直接お聞きしたところ、
興味深い回答をいただきました。

音楽に対する前向きで、まじめな姿勢がひしひしと伝わってきます。必読！！

Q2. 作曲者にはもちろん個性があると思いますが、

好きな作曲者は誰ですか？ドイツに留学していらっ
しゃる毛利さんにとって、ベートーヴェンはどんな作
曲家ですか？

A. 好きな作曲家、また作品はたくさんありますが、

やはりベートーヴェンやブラームスなど、ドイツの作
曲家が特に好きです。ベートーヴェンは、古典派な
がらも、ロマンティックさや様々な感情がその奥に
こめられていて、勉強すればするほどその表現方
法をますます研究しなければという気持ちが強くな
ります。



Q4. 今日は2曲共初めて演奏する曲ということでし
たが、準備はいかがでしたか？

レッスンやマスタークラスでアドバイスをいただきな
がら、本番の直前になってようやく曲全体のイメー
ジがまとまってきた感じでした。どちらも長く弾いて
いきたいレパートリーなので、ますます深めていき
たいです。

Q5. クロンベルグ・アカデミーでかけがえのない貴

重な経験を積んでいらっしゃると思いますが、その
中でも一番大きな収穫はどんな点ですか？またご
自分の演奏にどんな変化が生まれていると思って
いますか？

一番の収穫は、自分の師匠（ミハエラ・マーティン
先生）からの教えです。師匠のもとで学び始めてか
ら、技術的なことで直したこともありますし、音作り
へのこだわりや表現のイメージがより強まったと思
います。そして、世界中から集まる同年代の素晴ら
しい仲間との出会いもこの留学での大きな収穫の
一つです。

Q6. 今日の演奏を今後にどのように活か
していきたいですか？

ベートーヴェンは、今後のシャネルのプ
ログラムにも入れていきますし、シューベ
ルトのファンタジーは9月の武生で再び
演奏するので、今回の反省をふまえてよ
り充実した内容にしていきたいですし、ま
た少し時間を空けることで、新しい気持
ちで再び向き合ってみたいです。

Q7. どんなバイオリニストを目指してい
らっしゃいますか？

自分の音をしっかり持ち、お客様に「また
聴きたい！」と思っていただけるような音
楽家になりたいです。



フランツ・ペーター・シューベルト
（1797年1月31日－1828年11月19日） 国籍：オーストリア ロマン派

シューベルトは31年という短い生涯の中で、600以上の歌曲を書き、「歌曲の王」と称されるほ
ど歌曲の名作を多く残した。『美しき水車屋の娘』『冬の旅』『白鳥の歌』は、シューベルトの3大
歌曲と呼ばれる。

生涯貧しい生活を送っていたが、ベートーベンの演奏会には必ず聴きに行ったという。シュー
ベルト25歳の時、ベートーベンの「交響曲第九番」を聴き、その圧倒的スケールと内容に「この
交響曲の後にどんな作曲が出来るだろうか。」と第2楽章まで出来ていた自身の交響曲の続
きを断念してしまう。それが死後30年後に発見された「未完成交響曲」と言われている。つい

にシューベルトは偉大な先輩と言葉を交わすこともないままに、ベートーベンの死の数日前、
死に直面した巨匠の病室にじっと立ちすくんでいたが、盛大な葬儀にはその棺を囲んで進む
集団の一人となっていた。

演奏後の満足そうな毛利さん。
笑顔で応じてくださいました。

ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーベン
（1770年12月17日－1827年3月26日） 国籍・ドイツ 古典派

1792年、21歳のベートーベンは、演奏家として既に名を馳せていたものの、作曲の勉強を更に
続けるためにハイドンに師事。しかし十分な指導が受けられず、93年頃からサリエル等に師事。
30歳頃になると耳の疾患を抱え、自殺まで考える。作風はこれを境に変化していき、主観的で

情動的な深い作品を次々に作曲していく。耳の病が進行していく中で、それでも苦難の中から
いくつもの傑作を生んだ。 40歳頃には全く耳が聞こえなくなり、一時作曲が停滞したが、52歳
になったベートーヴェンは奇跡の復活を果し、「交響曲第九番」を世に出した。

ベートーヴェンは病床の身の中でシューベルトの歌曲を知り、「この作曲家は素晴らしい。今に
大成するだろう。」と言ったという。

「俺はベートーヴェンのようになりたいんだ。」常に友人たちに
語っていたシューベルトはベートーベンが亡くなった次の年、31

歳の若さで亡くなった。友人たちは、せめて天国でベートーヴェン
の側にいられるようにと、その墓をベートーヴェンの隣に造った。

ウィーン中央墓地 （左・ベートーヴェン、中・モーツァルト、右・シューベルト）

ベートーベンとシューベルトが重なった一瞬

（決定版！！「クラシック作曲家ファイル」中島克麿 株式会社ドレミ楽譜出版社、
およびインターネットより）
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